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令和８年第２回取手市議会定例会会議録（第６号）【速報版】 
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令和８年第２回取手市議会定例会議事日程（第６号） 

 

令和８年６月１９日（金）午前１０時開議 

 

 

 

 日 程 第 １ 議案第２７号 取手市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一

部を改正する条例について
 議案第２９号 取手市税条例の一部を改正する条例について
 日 程 第 ２ 議案第４０号 令和８年度取手市一般会計補正予算（第１号）
 日 程 第 ３ 意 見 書 案 

第 ３ 号

中東情勢に伴う燃料油等の安定供給確保と更なる地域経

済支援を求める意見書について
 意 見 書 案 

第 ４ 号

殺傷能力のある武器の輸出禁止を求める意見書について

 日程第４ 総務文教常任委員会、建設経済常任委員会の中間報告の件



- 356 - 

会議に付した事件 

 

 

 

 日 程 第 １ 議案第２７号 取手市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一

部を改正する条例について
 議案第２９号 取手市税条例の一部を改正する条例について
 日 程 第 ２ 議案第４０号 令和８年度取手市一般会計補正予算（第１号）
 日 程 第 ３ 意 見 書 案 

第 ３ 号

中東情勢に伴う燃料油等の安定供給確保と更なる地域経

済支援を求める意見書について
 意 見 書 案 

第 ４ 号

殺傷能力のある武器の輸出禁止を求める意見書について

 日程第４ 総務文教常任委員会、建設経済常任委員会の中間報告の件
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議事の経過 

午前 10 時 00 分開議 

○議長（山野井　隆君）　ただいまの出席議員は 21 名で定足数に達しております。 

これより本日の会議を開きます。 

インターネット配信を御覧いただいてる皆様に申し上げます。今定例会の提出議案の説

明は、オンラインにより事前に実施しております。市ホームページに全文記録を掲載する

とともに、市議会ユーチューブサイトにも説明動画を掲載しております。また、当日の配

付資料も市ホームページに掲載しておりますので、御参考にしていただければと思います。 

これより本日の議事日程に入ります。 

 

 

○議長（山野井　隆君）　日程第１、議案第 27 号及び議案第 29 号を一括議題といたしま

す。 

付託案件について、委員長の報告を求めます。 

総務文教常任委員長、小堤　修君。 

〔総務文教常任委員長　小堤　修君登壇〕 

○総務文教常任委員長（小堤　修君）　皆さん、おはようございます。委員長の小堤です。

それでは、委員会に付託されました議案第 27 号及び第 29 号について、それぞれ審査の過

程と結果について報告いたします。まず、議案第 27 号、取手市長等の損害賠償責任の一

部免責に関する条例の一部を改正する条例についてです。質疑に入る前に、事務局から補

足説明がありました。「本条例の制定または改廃を議決しようとするときは、地方自治法

第 243 条の２の７第２項の規定により、あらかじめ監査委員の意見を聴かなければならな

いとされています。しかし、本議案は地方自治法施行令の改正に伴う引用条項の整理であ

り、条例内容に自主的に変更を伴わないことから、監査委員への意見聴取は行う必要はな

い」とのことでした。質疑及び討論ともありませんでした。採決は全員賛成で可決しまし

た。 

続きまして、議案第 29 号、取手市税条例の一部を改正する条例についてです。質疑・

討論ともありませんでした。採決は全員賛成で可決しました。以上です。 

○議長（山野井　隆君）　以上で、委員長報告が終わりました。 

質疑に先立ちまして、議員各位に申し上げます。質疑は、議題となっている事件につい

て、疑義をただすために行う発言であります。したがって、会議規則にありますとおり、

議題外にわたる発言及び議題の範囲を超える発言は行わないよう申し上げます。なお、質

疑は自分の意見を述べる場ではありません。議員各位におかれましては、十分にこれらの

ルールを遵守していただくことを求めます。 

 日 程 第 １ 議案第２７号 取手市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一

部を改正する条例について
 議案第２９号 取手市税条例の一部を改正する条例について
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これから委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山野井　隆君）　質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論に先立ちまして、議員各位に申し上げます。討論は、議会基本条例第 11 条にある

とおり、賛成・反対を明確にするものです。また、会議規則第 69 条に表決には条件を付

けることはできないとあります。反対の内容をとうとうと発言して、終わってみれば賛成

すること、及び何々を求めて賛成との討論は行わないよう厳しく注意いたします。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山野井　隆君）　討論なしと認めます。以上で、討論を終わります。 

これから、議案第 27 号及び議案第 29 号を採決します。この採決は採決システムを用い

て行います。 

議員各位に申し上げます。お手元のタブレットが入室認証画面に切り替わったことを確

認してください。 

〔入室コードを議員が入力〕 

○議長（山野井　隆君）　全員の入室を確認しました。 

議案第 27 号、取手市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する条

例について、本案に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定すること

に賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを押してください。 

〔表決システムのボタンを押す〕 

○議長（山野井　隆君）　採決を確定いたします。全員賛成です。したがって、議案第

27 号は委員長の報告のとおり可決されました。 

議案第 29 号、取手市税条例の一部を改正する条例について、本案に対する委員長の報

告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方

は反対ボタンを押してください。 

〔表決システムのボタンを押す〕 

○議長（山野井　隆君）　採決を確定いたします。全員賛成です。したがって、議案第

29 号は委員長の報告のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山野井　隆君）　日程第２、議案第 40 号、令和８年度取手市一般会計補正予算

（第１号）を議題といたします。 

付託案件について各委員長の報告を求めます。 

まず、総務文教常任委員長、小堤　修君。 

〔総務文教常任委員長　小堤　修君登壇〕 

○総務文教常任委員長（小堤　修君）　委員長の小堤です。それでは、委員会に付託され

ました議案第 40 号、令和８年度取手市一般会計補正予算（第１号）所管事項について、

 日 程 第 ２ 議案第４０号 令和８年度取手市一般会計補正予算（第１号）
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審査の経過と結果について報告いたします。質疑は２名の委員から、学力向上推進事業に

要する経費、英語学習アプリケーション使用料について及び放課後児童対策事業に要する

経費、放課後子どもクラブ施設利用オンライン申請システム使用料と業務支援システム使

用料についてでした。質疑終了後、通告委員の質疑応答の経過から、２名の委員より２つ

の質疑がありました。１つは、放課後子どもクラブに通う子どもたちの安全確保について。

もう一つは、英語学習アプリケーション使用料の効果と検証結果についてでした。討論は

ありませんでした。採決は全員賛成で当委員会所管事項を可決しました。なお、議案第

40 号の質疑等の詳細については、議会委員会記録及び配信されていますユーチューブに

て御確認ください。以上です。 

○議長（山野井　隆君）　次に、福祉厚生常任委員長、杉山尊宣君。 

〔福祉厚生常任委員長　杉山尊宣君登壇〕 

○福祉厚生常任委員長（杉山尊宣君）　委員長の杉山です。それでは、福祉厚生常任委員

会に付託されました議案第 40 号、令和８年度取手市一般会計補正予算（第１号）所管事

項について、審査の経過と結果について報告いたします。２名の委員から質疑があり、そ

の後１名の委員から発言の経過からの質疑がありました。ある委員から、現在、生活保護

を受給している世帯及び既に保護が廃止されている世帯への支給方法と周知についての質

疑があり、「現在、受給中の世帯には、補正予算成立後、プッシュ型により速やかに支給

する一方、廃止世帯は申出制となるため、国から配布されるパンフレットやポスターの配

置に加え、広報とりで・市ホームページ・メールマガジン及びＬＩＮＥを活用して周知す

る」との答弁がありました。また、生活保護費が下がり影響を受けた追加給付の対象世帯、

及び今後の支給の見通しは、との質疑については、「現在、生活保護を受給している

1,157 世帯と、既に廃止されている 766 世帯の合計 1,923 世帯を見込んでおり、既に亡く

なっている方は対象外となること、国から令和８年度中に支給を終えるとされている」と

の答弁がありました。次に、ある委員から、対象となる廃止世帯が把握できているのであ

れば、広報等による一般的な周知だけでなく、個別に通知するべきではないか、という質

疑があり、「国から、廃止世帯については申出制とされており、市から個別通知やプッシ

ュ型による案内は想定していないことから、国が示す手続方法に基づき対応する」との答

弁がありました。討論はなく、議案第 40 号、令和８年度取手市一般会計補正予算（第１

号）所管事項は、全員賛成で可決しました。以上です。 

○議長（山野井　隆君）　最後に、建設経済常任委員長、入江洋一君。 

〔建設経済常任委員長　入江洋一君登壇〕 

○建設経済常任委員長（入江洋一君）　建設経済常任委員長の入江洋一です。当委員会に

付託された議案第 40 号、令和８年度取手市一般会計補正予算（第１号）所管事項の審査

の経過と結果を御報告いたします。２名の委員から質疑があり、それぞれ執行部より答弁

がありました。討論はなく、採決の結果、全員賛成で議案第 40 号は可決しました。詳細

につきましては、取手市議会ユーチューブサイトもしくは議事録を御覧ください。以上で

報告を終わります。 

○議長（山野井　隆君）　以上で、委員長報告が終わりました。 
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これから、委員長報告に対する質疑を行います。質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山野井　隆君）　質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

久保田真澄さん。 

〔９番　久保田真澄君登壇〕 

○９番（久保田真澄君）　公明党の久保田真澄です。議案第 40 号、令和８年度取手市一

般会計補正予算（第１号）について、賛成の立場から討論を行います。１点目は、本市の

治水・排水対策において極めて重要な役割を担う新川第１排水機場除塵機改修工事です。

排水機場は、低地や農地を浸水から守る要であり、そこに設置された除じん機は、流れて

くるごみや流木などを自動で取り除き、排水ポンプの停止という最悪の事態を防ぐ重要な

設備です。稼働から 35 年が経過し老朽化が進む現設備を改修することは、激甚化する気

象災害から市民の生命と財産を守るために不可欠です。 

２点目は、放課後子どもクラブ業務のデジタル化事業です。デジタル化は単なる効率化

の道具ではなく、子どもたちの安全、保護者の利便性向上、支援員の職場環境の改善など、

現場のアナログな課題を解消し、こどもまんなか取手市としての基盤を築くための重要な

事業です。今後、スマホ市役所への移行も検討していただき、本事業の速やかな推進を求

めます。以上、賛成討論といたします。 

○議長（山野井　隆君）　ほかにありませんか。 

岡口すみえさん。 

〔３番　岡口すみえ君登壇〕 

○３番（岡口すみえ君）　創和会、岡口すみえでございます。議案第 40 号、令和８年度

取手市一般会計補正予算（第１号）について、賛成の立場から討論をいたします。今回の

補正予算には、市民サービスの維持と向上、そして将来を担う子どもたちへの教育投資と

いう観点から、重要な事業が盛り込まれております。まず、市役所窓口及び電話受付時間

の変更に伴う対応についてです。窓口時間が短縮されることに対して、市民の皆様から不

安の声が出ることも想定されます。しかしながら、その不安をできる限り解消するため、

業務時間外の電話問合せに対応する音声案内アナウンス装置の導入や、各庁舎における丁

寧な周知を行うための予算が計上されております。制度を変えることだけが目的ではなく、

市民の皆様が安心して行政サービスを利用できる環境を整えることが重要であります。そ

のための必要な投資として評価するものであります。 

次に、生成ＡＩを活用した英語学習アプリ導入事業についてです。本事業は、国の地域

未来交付金の対象事業として採択され、導入時に３年間分のランニングコストを補助対象

経費として活用できることから、将来の財政負担の軽減にもつながる内容となっておりま

す。生成ＡＩ技術は、今後ますます社会に浸透していくことが想定されます。子どもたち

が英語を学ぶだけでなく、デジタル技術を活用しながら主体的に学ぶ力を育むことは、将

来を見据えた教育投資として大変意義のある取組であると考えます。また、国の財源を有

効に活用しながら教育環境の充実を図る姿勢は高く評価できるものであります。今回の予
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算が市民の皆様の安心につながり、そして子どもたちの未来への投資として確かな成果を

生み出すことを期待し、賛成討論といたします。 

○議長（山野井　隆君）　ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山野井　隆君）　討論なしと認めます。これで１回目の討論を終わります。 

それでは、２回目の討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山野井　隆君）　討論なしと認めます。以上で、討論を終わります。 

これから、議案第 40 号を採決します。この採決は、採決システムを用いて行います。 

議員各位に申し上げます。お手元のタブレットが採決画面に切り替わったことを確認し

てください。 

議案第 40 号、令和８年度取手市一般会計補正予算（第１号）に対する各委員長の報告

は、可決です。各委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の

方は反対ボタンを押してください。 

〔表決システムのボタンを押す〕 

○議長（山野井　隆君）　採決を確定いたします。全員賛成です。したがって、議案第

40 号は、各委員長の報告のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山野井　隆君）　日程第３、意見書案第３号及び意見書案第４号を一括議題とい

たします。本件については、６月 12 日に提出者説明、質疑まで終結しています。 

これから、討論を行います。討論はありませんか。 

加増充子さん。 

〔24 番　加増充子君登壇〕 

○24 番（加増充子君）　加増充子です。意見書案第３号、中東情勢に伴う燃料油等の安

定供給確保と更なる地域経済支援を求める意見書について、賛成の討論をいたします。ア

メリカとイスラエルが始めたイラン戦争で、石油関連製品の原料であるナフサが不足し、

生活に欠かせない製品の価格が高騰、品切れ状態が続き、医療・建設・農業など幅広い分

野をナフサショックが襲い、仕事・暮らしに甚大な影響をもたらしています。住宅の新

築・リフォームなどを手がける工務店の方からは、「ナフサ製品が出回らなくなって、断

熱材・接着剤・ビニール・養生シート・シンナー等が新たに入ってこない。ユニットバス

はメーカーが先月から造っていない。取りあえずの在庫で仕事をしているが、７月からの

仕事は見通しが立たない」など声が寄せられ、高市早苗首相が、「原油は足りている。ナ

フサ不足は目詰まり」と説明していることに、現に不足し値上がりしている現場の実態を

 日 程 第 ３ 意 見 書 案 

第 ３ 号

中東情勢に伴う燃料油等の安定供給確保と更なる地域経

済支援を求める意見書について
 意 見 書 案 

第 ４ 号

殺傷能力のある武器の輸出禁止を求める意見書について
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分かろうとせず、さらに怒りの声です。取手市内からも同じような切実な声として寄せら

れています。また、低所得者世帯、高齢者世帯などからは、「年金収入は変わらないのに、

食料品や日用品、電気代が次々と値上がりし、生活費を切り詰めざるを得ない。健康への

不安が絶えない」などの声も日々寄せられています。日本共産党は――日本共産党市議団

は、６月３日、イラン攻撃による物価高騰・資材不足から市民の暮らしと営業を守るため

の緊急要請書を取手市長に提出いたしました。政府の中東情勢等対応としての令和８年度

補正予算は、予備費を積み上げただけで、電気・ガス料金の補助など、従来の延長線上に

とどまり、重点支援地方交付金も 1,000 億円と少なく、不十分過ぎるものです。地域の中

小企業、小規模事業者、農業従事者、運輸事業者、医療福祉事業者、子育て世帯、高齢者

世帯、低所得者世帯においても、今後の価格の動向や供給の先行きに不透明感や不安感は

払拭できません。国による迅速かつ実効性ある対策が求められます。また、私たちは、経

済の再生と暮らしを守る最大の効果が期待できる、消費税の減税の速やかな実施を図るこ

とも必要だと考えております。以上、申しまして、意見書案第３号の賛成討論といたしま

す。 

○議長（山野井　隆君）　ほかにありませんか。 

根岸裕美子さん。 

〔８番　根岸裕美子君登壇〕 

○８番（根岸裕美子君）　とりで生活者ネットワーク、根岸裕美子でございます。意見書

案第３号、中東情勢に伴う燃料油等の安定供給確保と更なる地域経済支援を求める意見書

について、賛成討論をいたします。中東情勢に伴う原油価格の高騰という事態を通じて、

私たちの日常生活がどれほど石油に頼っているのか、改めて気づかされました。自動車の

ガソリン、家庭の灯油、農業で使う資材、病院や介護施設の運営、そして食べ物を運ぶ物

流に至るまで、私たちの生活のあらゆる場面で石油は欠かすことができません。石油の供

給が少なくなるだけで、生活全体が大きく揺らぎます。これまで当たり前だと思っていた

ことが、実は非常に脆弱な土台の上に成り立っていたのだという現実に、正直、愕然とい

たしました。同時に、この状況は私たちに大きな問いかけをしています。それは、今のま

まの生活でよいのかということです。地球の環境が深刻な状況にある今だからこそ、私た

ちは石油に大きく頼った現在のライフスタイルと価値観を、しっかり見直す必要があるの

ではないでしょうか。これは環境問題というだけでなく、私たちの生活を守るという視点

からも、とても大切なことだと考えます。再生可能エネルギーへの転換、エネルギーの無

駄を減らす工夫、公共交通の充実、食料やエネルギーの地産地消の取組など、石油に頼ら

ない新しい生活の在り方を地域から少しずつ探していく、そして実行していく――今がそ

の時ではないかと私は考えます。しかし、転換していくには時間がかかります。その間、

石油に頼らざるを得ない現在の状況の中で市民の生活を守ることは、私たちの重要な責務

です。よって、この意見書が求める、安定した燃料油の供給確保と市民生活を支えるため

の十分な財政支援は極めて重要です。国に対して迅速で実効性のある対策を強く要望しま

す。以上、本意見書案に賛成をいたします。 

続きまして、意見書案第４号、殺傷能力のある武器の輸出禁止を求める意見書に対して、
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賛成討論いたします。日本国憲法第９条は、戦争を放棄し、平和を守ることを定めていま

す。 

〔発言する者あり〕 

○８番（根岸裕美子君）　ん…… 

○議長（山野井　隆君）　すみません、続けてください。失礼しました。 

○８番（根岸裕美子君）　（続）日本は平和主義を国の根本として歩んできました。その

中で、日本は武器を輸出しないという方針を守ってきました。それにより、国際社会の中

で、日本は平和国家として信頼されてきました。しかし近年、政府は武器輸出の制限を

次々と緩和し、殺傷能力のある武器まで輸出できるようにしてしまいました。これは、日

本が大切にしてきた平和主義の理念を自ら手放す行為です。私が最も懸念することは、日

本製の武器が海外の紛争で使われ人命を失わせることです。武器を輸出することは、日本

が戦争に直接加担することになります。武器を輸出しない国として築いた日本の信頼を失

ってはならないと思います。国際社会における日本の価値は、軍事力ではなく、平和を求

める姿勢だったはずです。紛争を非暴力で解決しようとする「意志」のはずです。戦後、

様々な局面がありながらも平和主義を貫いてきた日本が今、その理念を放棄してはならな

いと思います。平和貢献こそが本当の国際貢献です。以上のことから、本意見書に賛成を

いたします。 

○議長（山野井　隆君）　ほかにありませんか。 

佐野太一君。 

〔６番　佐野太一君登壇〕 

○６番（佐野太一君）　佐野太一です。意見書案第３号、中東情勢に伴う燃料油等の安定

供給の確保と更なる地域経済支援を求める意見書について、賛成の立場から討論いたしま

す。中東情勢の緊迫化は、原油価格やエネルギー供給の不安定化を通じて、私たちの暮ら

しや地域経済に大きな影響を及ぼします。取手市においても、通勤・通学・買物や通院な

ど、自家用車による移動は日常生活に欠かせません。また、農業・運輸・建設・医療・介

護・福祉など、市民生活を支える多くの現場が燃料やエネルギーに支えられています。そ

して、燃料価格や電気・ガス料金の上昇は、家計への負担だけでなく、事業者の経営やサ

ービスの維持にも影響を及ぼします。国においても対策は講じられておりますが、今後の

情勢では、さらなる支援が必要になることが考えられます。本意見書案は、燃料油等の安

定供給の確保、価格の高騰対策の充実、地方自治体への財政支援、そして中小企業や農

業・運輸・医療・福祉分野への支援強化を求めるものであります。市民生活と地域経済を

守るためにも、本意見書を国に提出する意義は大きいと考えます。以上のことから、本意

見書に賛成といたします。 

続きまして、意見書案第４号、殺傷能力のある武器の輸出禁止を求める意見書について、

賛成の立場から討論を行います。戦後、日本は平和主義を基本理念とし、専守防衛の考え

の下に歩んできました。近年、安全保障環境の変化を背景として、防衛装備品の海外移転

に関する制度の見直しが進められています。一方で、防衛装備品の海外移転については、

安全保障上の必要を重視する意見がある一方で、慎重な対応を求める意見が多くあります。
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本意見書は、その是非を直ちに断定するものでなく、殺傷能力のある武器の輸出について、

慎重な対応を求めるとともに、平和国家としての日本の在り方について改めて議論を求め

るものであると、私は理解しています。防衛政策や安全保障政策は、国の根幹に関わる重

要な課題であり、国民の間にも様々な考え方があります。だからこそ、十分な議論を尽く

し、慎重な判断を行うことが必要です。本意見書は、そのような議論を国に求める一つの

意思表示として意義が大変あるものだと私は考えます。以上の理由から、本意見書に賛成

といたします。 

○議長（山野井　隆君）　ほかにありませんか。 

本田和成君。 

〔２番　本田和成君登壇〕 

○２番（本田和成君）　日本共産党、本田和成でございます。提出者になっておりますけ

ども、私から、しっかり賛成討論をさせていただきたいと思っております。殺傷能力のあ

る武器の輸出禁止を求める意見書について、賛成の立場で討論いたします。日本は戦後、

日本国憲法の理念に基づいた平和国家として歩んできました。非核三原則を事実上、国是

とし、1981 年には衆参両院が全会一致で武器輸出三原則を決議し、国の方針としてきま

した。その歩みは、世界に向ける日本の平和国家という信頼の形であり、世界の国々から

深い信用を受けてきた根幹です。武器輸出に関しては、2014 年に防衛装備移転三原則に

変更され、５類型に当てはまるものは輸出ができるようになりました。さらに、2023 年

12 月から 2024 年にかけては、ライセンス生産品の武器輸出、イギリス・イタリアとの共

同開発の戦闘機の輸出が可能となりました。そして現政権は、５類型の完全撤廃を決定し

ました。これらの武器輸出の緩和は、閣議決定で行っております。国会での十分な審議を

経ることなく、長年、国民が守り続けてきた国の方針を覆すものです。国会の全会一致決

議を内閣だけで書き換えることは、国会軽視、議会制民主主義の形骸化になるんではない

でしょうか。政府は、防衛装備品技術移転協定を締結した 17 か国に限定すると説明をし

ております。しかし、この 17 か国には、現に南シナ海で中国と領有権を争うフィリピン

やベトナム、中東情勢に深く関与するＵＡＥやアメリカも含まれております。これらの

国々が将来にわたって一切の紛争に巻き込まれないという保障は、どこにもありません。

さらに政府は、現に戦闘が行われている国へは輸出しないとしておりますけども、国会で

は、他国で戦闘を行っていても、自国の本土が戦闘状態になければ、現に戦闘が行われて

いる国には該当しない、という趣旨の答弁をしております。これは地理的な観点において、

本国が戦闘状態なければ輸出が可能だということになります。御存じのとおり、今年の２

月 28 日に、アメリカとイスラエル、これがイランへの大規模攻撃を行っております。平

時に輸出された武器が同盟国の軍事行為で実際に使用される事態は、もはや仮定の話では

ございません。そのときに日本製の武器が罪のない人々の命を奪い、その国の暮らしや文

化を破壊することになるという事実は消えません。輸出した時点では戦闘している国では

なかったという言い訳は、国際社会には通用しません。平和国家として歩んできた日本の

信頼は、取り返しのつかない形で失墜すると私は考えております。また、５類型という歯

止めを失ったことで、戦闘機やミサイル、戦闘用ドローンといった殺傷能力を持つ完成品
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の輸出に、事実上、フリーハンドで道が開かれます。日本製の武器の拡散は紛争を助長し、

安全保障ジレンマ、これを深め、テロや報復行為でのリスクを国民全体に負わせることに

なると考えております。日本は平和国家として平和貢献の先頭に立つことこそ、世界にも

国民にも求められているのではないでしょうか。そして地方議会は、住民の命と暮らしを

守る責務を負います。国民的な議論が十分に行われないまま進められる、この大きな政策

転換に対し、取手市議会が国へ声を上げることは、地方自治の本義であると考えます。以

上、申し上げまして、賛成討論といたします。 

○議長（山野井　隆君）　ほかにありませんか。 

遠山智恵子さん。 

〔23 番　遠山智恵子君登壇〕 

○23 番（遠山智恵子君）　日本共産党です。私も討論に参加したいと思いまして、登壇

させていただきます。もちろん意見書に賛成の討論です。意見書案第４号の殺傷能力のあ

る武器の輸出禁止を求める意見書についての賛成討論です。今回の武器輸出の解禁につい

て、政府は同盟国や同志国の抑止力・対処力を強化し、望ましい安全保障環境づくりに寄

与するとし、また高市首相は、「日本の一層の経済成長にもつながる」とも述べています。

日本が紛争や戦争に寄生し、利益を貪る、死の商人国家へと堕落していく道と言わざるを

得ません。しかも、軍拡でもうけるのは軍需大企業だけではないでしょうか。そうした中、

国民は物価高で、大増税や社会保障の切捨てなどを押しつけられる懸念がされています。

――とんでもありません。 

最後に、日本が過去に武器輸出を全面禁止していたのは、平和国家として国際紛争を助

長することを回避するためでした。平和国家の歩みに逆行する、こうした武器の輸出はや

めるべきです。子どもたちに平和な日本をつなぐ責任ある大人の一人として、また取手市

議会議員の一人として、この意見書を国に届けたいと思います。以上、賛成討論です。 

○議長（山野井　隆君）　ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山野井　隆君）　討論なしと認めます。これで、１回目の討論を終わります。 

それでは、２回目の討論を行います。討論ありませんか。 

金澤克仁君。 

〔16 番　金澤克仁君登壇〕 

○16 番（金澤克仁君）　創和会、金澤でございます。意見書案第３号、中東情勢に伴う

燃料油等の安定供給確保と更なる地域経済支援を求める意見書について、賛成の立場なん

ですけれども、加増議員の賛成討論に反論する形で賛成討論させていただきます。加増議

員の討論の中で、「年金収入が変わらない」という発言がございました。年金は、2026

年――令和８年度ですね。国民年金で前年度比 1.9％、厚生年金で前年度比２％増となっ

ております。また、４年連続の引上げということになっておりますので、そこは事実と異

なりますので指摘をし、賛成討論とさせていただきます。 

○議長（山野井　隆君）　ほかにありませんか。よろしいですか。――討論なしと認めま

す。以上で討論を終わります。 
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これから意見書案第３号及び意見書案第４号を採決します。採決は、採決システムを用

いて行います。 

議員各位に申し上げます。御手元のタブレットが採決画面に切り替わったことを確認し

てください。 

意見書案第３号、中東情勢に伴う燃料油等の安定供給確保と更なる地域経済支援を求め

る意見書について、原案のとおり決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反

対ボタンを押してください。 

〔表決システムのボタンを押す〕 

○議長（山野井　隆君）　採決を確定いたします。全員賛成です。したがって、意見書案

第３号は原案のとおり可決されました。 

意見書案第４号、殺傷能力のある武器の輸出禁止を求める意見書について、原案のとお

り決定することに賛成の方は賛成ボタンを、反対の方は反対ボタンを押してください。 

〔表決システムのボタンを押す〕 

○議長（山野井　隆君）　採決を確定いたします。賛成多数です。したがって、意見書案

第４号は原案のとおり可決されました。 

 

 

○議長（山野井　隆君）　日程第４、総務文教常任委員会、建設経済常任委員会の中間報

告の件を議題とします。総務文教常任委員会、建設経済常任委員会、各委員長から所管事

務調査の件について、会議規則第 45 条第２項の規定により中間報告したいとの申出があ

ります。 

お諮りいたします。各委員長からの中間報告の申出について、会議規則第 45 条第２項

の規定により承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山野井　隆君）　異議なしと認めます。したがって、各委員長からの中間報告の

申出につきましては、承認することに決定しました。 

中間報告を求めます。 

最初に、総務文教常任委員長、小堤　修君。 

〔総務文教常任委員長　小堤　修君登壇〕 

○総務文教常任委員長（小堤　修君）　委員長の小堤でございます。総務文教常任委員会

に付託されています調査事件について、本委員会を代表いたしまして私から中間報告いた

します。調査事件名は、令和７年度取手第一中学校３学年との協働事業で可決された提案

事項の調査についてです。本委員会の調査項目は、「旧井野小学校クリエイティブ・ラボ」

について、「地域資源（学生）を活かした無料学習プログラム」ついて、及び、「令和に

返り咲け井野ショッピングセンター」についての３件です。各項目とも中学生らしい考え

や意見でありながら、地域のことや未来のことを真剣に考えた提案であり、当委員会では

執行部の考えを聞き取りながら慎重に調査したものです。詳細につきましては、サイドブ
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ックスに登載してありますので、そちらを参照していただきたいと思います。以上で、中

間報告といたします。 

○議長（山野井　隆君）　最後に、建設経済常任委員長、入江洋一君。 

〔建設経済常任委員長　入江洋一君登壇〕 

○建設経済常任委員長（入江洋一君）　建設経済常任委員長の入江洋一です。当委員会の

中間報告をサイドブックスに掲載してありますので、そのとおりでございます。御一読い

ただきますよう、よろしくお願い申し上げます。以上です。 

○議長（山野井　隆君）　以上で、報告が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山野井　隆君）　質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これで、総務文教常任委員会、建設経済常任委員会の中間報告の件を終わります。 

以上で、今定例会の日程は全て終了しました。 

これで、令和８年第２回取手市議会定例会を閉会します。 

午前 10 時 44 分散会及び閉会 
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